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2� 広報あかいがわ　2025.5.1

□
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会　

３
月
７
日
～
11
日

　

本
会
議
で
は
、
主
に
赤
井
川
村
景
観

条
例
ほ
か
18
件
の
条
例
案
、
ま
た
そ
れ

ら
に
係
る
歳
出
増
額
の
補
正
予
算
の

計
上
に
つ
い
て
審
議
の
う
え
可
決
さ
れ
、

馬
場
村
長
よ
り
令
和
７
年
度
村
執
行
方

針
及
び
根
井
教
育
長
よ
り
令
和
７
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
村
長
行
政
報
告
】

・
赤
井
川
村
と
有
限
会
社
恒
志
堂
と
の

　

包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
書
の
締
結

　

に
つ
い
て

・
北
海
道
新
幹
線
工
事
富
田
地
区
対
策

　

土
受
入
地
採
水
結
果
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
12
月
１
日
以
降
工
事
等
発

　

注
状
況
に
つ
い
て

【
条
例
案
】

・
赤
井
川
村
宿
泊
税
基
金
条
例
案
に
つ

　

い
て

・
赤
井
川
村
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　

案
に
つ
い
て

・
赤
井
川
村
景
観
条
例
案
に
つ
い
て

　
（
他
16
件
）

条
例
の
主
な
内
容

・
宿
泊
税
基
金
条
例･･･

令
和
７
年
11
月

　

か
ら
導
入
す
る
宿
泊
税
を
財
源
に
充

　

て
る
基
金
を
設
置
す
る
も
の

・
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例･･･

北
後
志

　

に
お
い
て
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
制

　

度
を
創
設
す
る
た
め

・
景
観
条
例･･･

景
観
計
画
や
景
観
区
域
、

　

行
為
の
届
出
等
を
定
め
る
も
の

【
補
正
予
算
案
】

・
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　

９
号
）（
他
４
件
）全員

賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
地
方
交
付
税
（
普
通
）（
増
額
）

２
，
６
３
０
万
５
千
円

・
ふ
る
さ
と
寄
付
金（
企
業
版
含
む
）（
減

　

額
）

△
１
，
１
０
０
万
円

［
歳
出
］

・
介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付
費
（
増

　

額
）

２
６
０
万
円

・
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業
補

　

助
金 

（
増
額
）

１
，
０
３
６
万
４
千
円

・
強
い
農
業
づ
く
り
事
業
補
助
金
（
増

　

額
）

３
８
３
万
８
千
円

【
当
初
予
算
案
】

　

５
件
の
当
初
予
算
が
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
（
他
４

　

件
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

当
初
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
出
］

・
赤
井
川
村
役
場
改
修
工
事 ６

億
９
７
万
円

・
庁
舎
備
品
購
入
費
（
改
修
分
）

２
，
４
３
０
万
円

・
教
員
住
宅
建
設
費

５
，
９
１
８
万
円

・
都
小
学
校
閉
校
式
典
費１８

３
万
８
千
円

・
赤
井
川
小
学
校
改
修
工
事

２
億
５
，
０
０
０
万
円

・
子
ど
も
第
３
の
居
場
所
施
設
改
修
工

　

事

６
，
９
７
７
万
円

【
意
見
書
案
】

　

１
件
の
意
見
書
案
が
、
総
務
開
発
常

任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
可
決
の
上
、
議

長
名
に
よ
り
関
係
省
庁
な
ど
に
提
出
い

た
し
ま
し
た
。

・
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
の
改
正
を

　

求
め
る
意
見
書

【
そ
の
他
】

・
赤
井
川
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市

　

町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

□
令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会　

１
月
23
日

　

本
会
議
で
は
、
工
事
請
負
変
更
契
約

及
び
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事
業
に

係
る
補
正
予
算
の
計
上
に
つ
い
て
、
審

議
の
う
え
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
補
正
予
算
案
】

・
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　

８
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

　

臨
時
交
付
金
（
増
額
） 

２
，
３
５
０
万
２
千
円

［
歳
出
］

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

　

事
業
（
新
規
）２

，
４
２
８
万
４
千
円

【
そ
の
他
】

・
共
栄
東
橋
架
替
工
事
請
負
変
更
契
約

　

の
締
結
に
つ
い
て全員

賛
成
で
原
案
可
決

◆
本
会
議
な
ど
の
傍
聴
は
、
ど
な
た
で

も
で
き
ま
す
。
手
続
き
は
、
当
日
受
付

簿
に
氏
名
を
記
入
す
る
だ
け
と
簡
単
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

議
会だよ

り

定

例

会

報

告

臨

時

会

報

告
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3 広報あかいがわ　2025.5.1

阿部　　猛　議員

一

般

質

問

と

答

弁

　

赤
く
色
付
け
ら
れ
て
い
る
部
分
は
議

員
の
質
問
、
色
な
し
は
村
長
の
答
弁
と

な
り
ま
す
。

　

新
年
度
は
過
去
最
高
の
約
40
億
円

と
言
う
予
算
を
組
も
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
内
容
的
に
は
村
の
産
業
で
あ

る
農
業
予
算
が
余
り
に
も
少
な
す
ぎ

る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

や
る
気
の
あ
る
農
業
者
が
定
着
す

る
に
は
、
支
援
対
策
を
し
っ
か
り
示

し
て
い
か
な
け
れ
ば
農
業
人
口
も
増

え
て
い
き
ま
せ
ん
し
、
赤
井
川
村
に

行
っ
て
農
業
を
し
よ
う
と
す
る
若
者

が
増
え
る
と
思
え
ま
す
か
。

　

将
来
に
つ
い
て
種
を
ま
く
と
い
う

考
え
が
あ
る
か
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
農
業
振
興

対
策
事
業
と
し
て
支
援
事
業
を
展
開
す

る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
支
援
内
容
に

つ
い
て
は
、
農
林
業
活
性
化
推
進
協
議

会
等
に
よ
り
協
議
を
行
い
、
意
見
を
反

映
さ
せ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
、
農
業
者
等
の
意
見
を

聞
き
事
業
の
必
要
性
を
見
極
め
な
が
ら
、

時
代
に
合
わ
せ
た
制
度
と
し
て
予
算
措

置
を
講
じ
て
お
り
、
予
算
が
多
い
、
少

な
い
で
は
な
く
、
持
続
可
能
な
農
業
を

進
め
る
上
で
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
い

う
観
点
で
は
、
将
来
に
種
を
ま
く
支
援

の
ひ
と
つ
と
し
て
繋
が
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
・
道
の
補
助
事
業
を
活
用

し
て
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

度
よ
り
開
設
し
た
公
式
Ｘ
等
を
使
い
、

農
業
者
が
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
事

業
周
知
を
図
り
、
事
業
が
採
択
さ
れ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
補
正

予
算
と
し
て
計
上
し
、
事
業
の
推
進
を

図
る
べ
く
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
人
口
増
加
に
つ
い
て
は
、

新
農
業
人
フ
ェ
ア
等
に
参
加
し
、
赤
井

川
村
の
農
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
新

規
就
農
者
の
確
保
に
努
め
る
と
共
に
、

就
農
後
も
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

等
に
て
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、
手
を

緩
め
ず
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
は
地
域
の
農
業
振
興
と

発
展
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
適

切
な
報
酬
を
支
払
う
の
は
不
可
欠
と

考
え
て
い
ま
す
が
ど
う
思
っ
て
い
ま

す
か
。

　

な
ぜ
か
と
言
う
と
30
年
以
上
と
い

う
長
期
に
渡
り
、
委
員
報
酬
は
据
え

置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
物
価
の
高
騰

や
労
賃
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
中
で
、

委
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
た

ら
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
村
長
の
考
え

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
に
は
、
法
律
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
重
要
な
職
務
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

質
問
に
あ
り
ま
す
報
酬
に
関
し
ま
し

て
は
、
後
志
管
内
農
村
部
の
中
で
は
平

均
額
程
度
で
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、

今
す
ぐ
改
定
を
進
め
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
議
員
ご
指
摘
の
担
い
手
確
保

の
観
点
を
踏
ま
え
る
と
、
近
隣
町
村
の

動
向
や
各
市
町
村
長
と
の
意
見
交
換
を

踏
ま
え
な
が
ら
考
え
た
い
案
件
で
あ
る

と
の
認
識
で
お
り
ま
す
。

　

政
府
が
求
め
る
地
方
自
治
体
の
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
自
治
体
の
事
情
に
よ
り

実
行
度
合
い
が
異
な
り
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
質
に
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

総
務
省
の
「
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
係
る
参
考
事
例
集
3.0
」
に
よ
る

と
、
Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
主
な
事
例
は
以

下
の
５
つ
。

１
．
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
手
続
き
の
普

　

及
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
活
用
や
キ
ャ

　

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
）。

２
．
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
押
印
廃
止

　

に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
。

３
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ

　

を
活
用
し
た
、
個
別
化
さ
れ
た
サ

　

ー
ビ
ス
提
供
。

４
．
行
政
運
営
の
透
明
性
向
上
（
ネ

　

ッ
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
の
活
用
）。

５
．
自
治
体
間
の
情
報
共
有
と
効
率

　

的
な
連
携
。

　

課
題
は
以
下
の
通
り
で
す
。

・
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
（
高
齢
者
や

　

低
所
得
層
へ
の
配
慮
が
不
足
）。

・
住
民
の
個
人
情
報
を
守
る
た
め
の

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
。

・
導
入
コ
ス
ト
や
技
術
変
化
へ
の
対

　

応
。

・
職
員
の
ス
キ
ル
向
上
お
よ
び
デ
ジ

　

タ
ル
人
材
の
確
保
。

・
住
民
理
解
と
協
力
の
促
進
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
以
下
の
確
認

事
項
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
村
の
Ｄ
Ｘ
化
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
。

　

政
府
が
求
め
る
Ｄ
Ｘ
の
重
点
取
組
事

項
で
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利

便
性
・
機
能
向
上
、
円
滑
に
取
得
で
き

る
環
境
整
備
及
び
普
及
促
進
・
利
用
の

推
進
」「
自
治
体
情
報
ワ
ー
ク
の
推
進
」

等
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
項
目
と
も
推
進
し
て
い
る
状
況
で

す
が
、「
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
・
共
通
化
」
に
つ
き
ま
し
て
は
国
が

示
す
仕
様
書
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
シ

ス
テ
ム
を
管
理
す
る
業
者
と
共
に
村
も

農
業
予
算
に
つ
い
て

農
業
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て

連　　茂　議員

地
方
自
治
体
に
お
け
る

　
　

　
　

  
D
X
推
進
と
課
題
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4� 広報あかいがわ　2025.5.1

対
応
に
お
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
予
定
し
て
い
た
更

新
完
了
が
、
令
和
７
年
11
月
か
ら
令
和

８
年
度
中
に
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
率
は
約
70
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

但
し
、
こ
の
率
に
つ
い
て
は
期
間
労
働

と
し
て
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
外
国

人
が
分
母
に
含
ま
れ
て
い
る
数
値
の
為
、

概
算
に
な
り
ま
す
が
、
日
本
人
の
保
有

率
を
算
出
す
る
と
令
和
７
年
２
月
末
時

点
で
約
80
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

保
有
率
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

②
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
状
況
と
村
長
の

見
解
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

度
に
一
部
導
入
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
先
進
自
治
体
の
導
入
・
運

用
状
況
を
参
考
に
当
村
に
あ
っ
た
使
い

方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
情
報
保
護

へ
の
取
り
組
み
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
総
務

省
が
提
言
し
て
い
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
で
あ
る
三
層
分
離
を
徹
底
し
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
遵
守
し
て

お
り
ま
す
。
個
人
情
報
保
護
に
お
い
て

も
、
業
務
遂
行
に
あ
た
り
個
人
情
報
保

護
法
を
遵
守
し
て
お
り
ま
す
。

④
職
員
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
向
上
の

施
策
。

⑥
業
務
効
率
化
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
活
用
と
人
材
確
保
に
つ
い
て
。

　

職
員
向
け
に
具
体
的
な
デ
ジ
タ
ル
ス

キ
ル
の
向
上
を
目
的
と
し
た
独
自
研
修

は
現
在
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
連
携

す
る
民
間
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
ス
キ
ル
を

学
習
で
き
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
日

常
の
業
務
に
影
響
が
無
い
程
度
に
学
習

会
な
ど
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
に
つ

い
て
で
す
が
、
単
独
で
の
配
置
は
想
定

し
て
お
ら
ず
、
民
間
の
力
を
借
り
た
り
、

将
来
は
広
域
で
の
確
保
を
視
野
に
入
れ

た
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
と
の
考
え

は
持
っ
て
い
ま
す
。

⑤
庁
舎
改
修
に
伴
う
デ
ジ
タ
ル
化
計

画
（
例
：
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
）。

　

令
和
６
年
度
は
国
の
伴
走
支
援
を
得

な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル

実
装
の
実
現
に
向
け
た
計
画
策
定
を
進

め
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
は
、
役
場
庁
舎
改
修
に

あ
わ
せ
て
、
一
部
の
業
務
で
Ｄ
Ｘ
化
を

進
め
た
い
と
準
備
を
し
て
お
り
、
現
在

内
閣
府
か
ら
の
交
付
金
を
得
る
た
め
に

計
画
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

役
場
業
務
の
特
殊
性
か
ら
自
席
を
持

た
な
い
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
は
想
定
し

て
い
ま
せ
ん
。

⑦
防
犯
カ
メ
ラ
の
導
入
効
果
と
そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
。

　

昨
今
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
設
置
場

所
や
コ
ス
ト
、
法
律
的
側
面
な
ど
を
調

査
し
、
前
向
き
に
検
討
す
る
時
期
が
来

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
２
０
２
５
年
は
「
団
塊
の
世

代
」（
１
９
４
７

－

１
９
４
９
生
）
が

す
べ
て
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と

な
り
、
国
民
の
約
５
人
に
１
人
が
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
、
約
３
人

に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と

い
う
「
超
高
齢
化
社
会
」
を
迎
え
ま

す
。
人
口
構
造
の
変
化
に
伴
う
社
会

の
諸
課
題
が
い
っ
そ
う
深
刻
と
な
る

「
２
０
２
５
年
問
題
」
の
現
在
地
に
立

ち
、
村
と
し
て
も
対
応
す
べ
き
多
く

の
政
策
課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
人
材
不
足
・
人
手
不
足

　

地
域
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

人
材
・
人
手
不
足
が
顕
在
化
し
て
い

ま
す
。
ま
た
リ
ゾ
ー
ト
地
域
で
の
賃

金
が
高
額
と
な
り
地
元
事
業
者
の
雇

用
が
困
難
と
な
る
ニ
セ
コ
地
域
の
状

況
は
、
地
域
特
有
の
課
題
と
し
て
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
状
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
制
度
を
活
用
し
、
人
材
確

保
の
仕
組
み
作
り
を
農
業
者
、
観
光
事

業
者
、
商
工
会
な
ど
想
定
さ
れ
る
関
係

者
が
一
堂
に
会
し
、
具
体
的
検
討
を
行

い
ま
し
た
が
、
農
業
者
は
外
国
人
技
能

実
習
生
の
活
用
が
可
能
で
あ
り
、
他
業

種
に
つ
い
て
も
協
同
組
合
へ
の
出
資
や

事
務
局
運
営
へ
の
参
画
等
が
難
し
い
と

の
結
論
と
な
り
見
送
っ
た
経
過
が
あ
り

ま
す
。

　

赤
井
川
村
で
は
ニ
セ
コ
地
域
の
よ
う

に
、
リ
ゾ
ー
ト
地
域
に
お
け
る
賃
金
の

高
騰
に
よ
る
賃
金
格
差
が
要
因
で
、
地

元
企
業
の
雇
用
に
影
響
を
与
え
る
極
端

な
状
況
は
今
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
年
間
を
通
し
て
村
内
で
労
働
力
が

循
環
で
き
る
仕
組
み
作
り
の
検
討
は
引

き
続
き
必
要
と
考
え
お
り
、
関
係
事
業

者
と
も
意
見
交
換
を
続
け
て
い
ま
す
。

②
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り

　

社
会
保
障
費
の
増
加
を
見
据
え
、

国
は
「
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予

防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」
を
目
指
し
、
施
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
高
齢
の
住
民
も
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
村
で
あ
る

よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、
着

実
に
こ
れ
ら
地
域
ケ
ア
の
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
の
積
み
重
ね
か
ら
構
築
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
村
、
診
療
所
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
情
報

共
有
と
円
滑
な
連
携
は
も
と
よ
り
、
主

体
的
な
住
民
活
動
と
も
連
動
し
、
高
齢

者
自
ら
の
健
康
は
、
自
ら
維
持
す
る
と

い
う
自
助
と
、
介
護
保
険
制
度
に
よ
る

共
助
、
区
会
や
住
民
組
織
、
友
人
関
係

能登　ゆう　議員

「
２
０
２
５
年
問
題
」
へ
の

　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て
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や
近
所
付
き
合
い
に
よ
る
互
助
、
福
祉

制
度
や
社
会
保
障
に
よ
る
公
助
を
組
み

合
わ
せ
る
事
業
展
開
を
切
り
口
と
し
て
、

村
と
し
て
も
丁
寧
に
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
空
き
家
の
増
加

　

高
齢
単
身
持
家
世
帯
（
48
世
帯
）

と
高
齢
夫
婦
持
家
世
帯
（
53
世
帯
）

を
合
わ
せ
た
１
０
１
世
帯
が
、
い
わ

ゆ
る
空
き
家
予
備
軍
と
い
う
状
況
だ

そ
う
で
す
。
大
量
の
空
き
家
の
発
生

に
備
え
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

大
量
の
空
き
家
発
生
を
前
提
に
取
り

組
ん
で
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
後
志
空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
現
在
、
村
内
の
登
録
件
数
は
ゼ

ロ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
固
定
資
産

税
納
税
通
知
書
送
付
の
際
に
空
き
家

バ
ン
ク
の
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
と
共
に
、

連
絡
の
つ
く
所
有
者
に
は
意
向
確
認
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き

住
民
に
対
し
後
志
空
き
家
バ
ン
ク
活
用

の
情
報
を
提
供
し
、
所
有
者
の
意
向
把

握
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
移
住
定
住
施
策
の
見
直
し
熟

議
も
控
え
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
議
論

の
中
で
空
き
家
の
活
用
策
も
検
討
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

　

道
路
や
上
下
水
道
等
の
社
会
イ
ン

フ
ラ
に
つ
い
て
、
老
朽
化
に
対
応
し

た
適
切
な
維
持
管
理
、
そ
の
た
め
の

財
源
不
足
も
課
題
で
す
。
こ
こ
で
は

特
に
上
下
水
道
に
つ
い
て
、
維
持
管

理
状
況
と
財
源
確
保
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

上
水
道
は
令
和
６
年
度
に
簡
易
水
道

事
業
と
し
て
各
施
設
管
理
を
統
合
す
る

と
共
に
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

を
策
定
し
、
危
険
度
判
定
の
内
容
と
必

要
性
を
考
慮
し
た
維
持
管
理
を
し
て
行

く
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
財
源
の
確

保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
簡
易
水
道
等
施

設
整
備
費
国
庫
補
助
金
の
活
用
と
過
疎

対
策
事
業
債
、
簡
易
水
道
事
業
債
を
財

源
と
し
て
確
保
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
は
現
在
の
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
施
設
更
新

を
先
行
し
て
維
持
管
理
を
行
っ
て
お
り
、

令
和
８
年
度
に
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
の
更
新
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

財
源
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
活
用
と
過

疎
対
策
事
業
債
、
下
水
道
事
業
債
を
財

源
と
し
て
確
保
し
ま
す
。

※
上
水
道
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

　

資
産
を
計
画
的
に
維
持
更
新
し
持
続

可
能
な
水
供
給
を
確
保
す
る
た
め
の
管

理
手
法

※
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

　

既
存
資
産
の
有
効
活
用
と
適
切
な
更

新
に
重
点
を
置
き
、
点
検
や
診
断
を
ベ

ー
ス
に
長
期
的
に
適
切
に
維
持
管
理
し
、

持
続
的
に
活
用
す
る
計
画
。

⑤
「
２
０
４
０
年
問
題
」
へ
の
備
え

　

と
村
づ
く
り

　

人
口
構
造
の
推
移
は
、
今
後
「
高

齢
者
の
急
増
」
か
ら
「
現
役
世
代
の

急
減
」
へ
と
局
面
が
変
化
す
る
そ
う

で
す
。「
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
」（
１
９
７
１

－

１
９
７
４
生
）
が
全
て
65
歳
以
上

と
な
る
２
０
４
０
年
は
高
齢
者
人
口

の
ピ
ー
ク
と
さ
れ
ま
す
が
、
生
産
年

齢
人
口
、
就
業
者
数
は
今
ま
で
以
上

に
著
し
く
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
、

「
２
０
４
０
年
問
題
」
と
よ
ば
れ
ま
す
。

引
き
続
き
、
人
口
変
化
に
応
じ
た
村

づ
く
り
が
課
題
だ
と
感
じ
ま
す
。
村

長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

現
在
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
赤
井
川

村
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
、
改
訂
版

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
、

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
一
定
程
度
の
人
口
維
持
は
重
要
な

課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
地
域
に
与
え
る
影
響
は

様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
目
指
す

べ
き
人
口
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
施

策
と
し
て
、
役
場
機
構
の
見
直
し
を
は

じ
め
、
行
政
だ
け
で
な
く
地
域
を
巻
き

込
ん
だ
仕
掛
け
や
、
子
育
て
支
援
等
住

み
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
、
赤
井
川

村
に
住
み
た
い
と
選
ん
で
も
ら
え
る
村

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
村
を
応

援
す
る
関
係
人
口
・
交
流
人
口
確
保
に

よ
る
側
面
的
な
支
え
や
関
係
強
化
も
今

後
の
村
づ
く
り
に
は
大
切
な
こ
と
と
捉

え
て
お
り
ま
す
。

※
一
般
質
問
と
討
論
の
内
容
は
、
質
問

　

者
・
答
弁
者
が
自
ら
要
約
し
て
掲
載

　

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
通
告
書
と
そ
の
答

　

弁
は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

し
て
お
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
そ
ち

　

ら
を
ご
覧
下
さ
い
。

□
議
会
の
う
ご
き（

１
月
～
３
月
）

（
１
月
）

７
日
◇
消
防
出
初
式
／
村
内

12
日
◇
成
人
式
／
村
内

23
日
◇
第
１
回
臨
時
会
／
役
場

　
　

◇
道
路
・
河
川
等
要
望
／
札
幌
市

　
　
　

他
／
～
24
日

26
日
◇
赤
井
川
建
設
協
会
定
期
総
会
／

　
　
　

古
平
町
（
議
長
）

27
日
◇
赤
井
川
村
商
工
会
等
合
同
新
年

　
　
　

交
礼
会
／
村
内

（
２
月
）

10
日
◇
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処
理
広
域

　
　
　

連
合
定
例
会
／
小
樽
市
（
議
長
・

　
　
　

副
議
長
）

12
日
◇
後
志
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総

　
　
　

会
／
札
幌
市
（
議
長
）／
～
13
日

14
日
◇
議
会
協
議
会
等
／
役
場

18
日
◇
北
後
志
衛
生
施
設
組
合
定
例
会

　
　
　

等
／
余
市
町
（
議
長
）

27
日
◇
後
志
広
域
連
合
定
例
会
／
倶
知

　
　
　

安
町
（
議
長
）

28
日
◇
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
委
員
会
／
役
場

　
　
　
（
議
長
・
委
員
長
）

（
３
月
）

５
日
◇
議
会
運
営
委
員
会
／
役
場

７
日
◇
第
１
回
定
例
会
他
／
役
場
／
～

　
　
　

11
日

25
日
◇
悠
楽
大
学
終
業
式
／
村
内
（
議

　
　
　

長
）

26
日
◇
北
後
志
衛
生
施
設
組
合
臨
時
会

　
　
　

等
／
余
市
町
（
議
長
）
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6� 広報あかいがわ　2025.5.1

　赤井川へき地保育所の修了式、今回は、ぞう組５名のこども達が旅だちます。
　保育所のなかで、みんなで同じ時間を過ごすことができるのはこの日が最後。
　保育所のこども達から修了する５名へプレゼントを渡したり、すてきな歌を歌いあったり、保育所職員お手製
の思い出が詰まったムービーをみんなで観たりと、笑顔と涙があふれる修了式でした。
　５名のみんなは、いつの間にかお互いに助け合えるこころ優しいお兄さんお姉さんになっていましたね。
　小学校へ行っても、保育所職員一同、みんなを応援しています！

赤井川へき地保育所修了式
2025.3.27　赤井川へき地保育所

　令和７年度の「放課後子ども教室開校式」を行いました。今年
度は31名の登録があり、当日は８名の児童が参加しました。前年
に続いて登録人数が多く、賑やかな子ども教室になりそうです。
　式の初めに教育長から挨拶があり、指導員の先生方への辞令交
付を行いました。その後、教育長から、子ども教室に参加するに
あたって大切にしてほしいこと、守ってほしいことの話がありました。
　今年も参加してくれる子供たちが楽しく、安全に過ごせるような
放課後子ども教室を運営していきたいと思います。

放課後子ども教室開校式
2025.4.1　村体育館

　役場会議室において、４月から赤井川村の小中学校に新しく赴
任される先生方への辞令交付式が行われました。辞令交付の後、
赤井川村を代表して、根井教育長から挨拶がありました。その後、
姉帶赤井川小学校長から歓迎のお言葉をいただきました。赴任さ
れる先生を代表して、赤井川中学校の林校長から挨拶をいただき、
式終了後には一人ひとり、自己紹介をしてもらいました。
　今年度は８名の先生が赴任しました。赤井川村の子供たちのた
めに皆さんのお力をおかしください。

転入教職員辞令交付式
2025.4.2　赤井川村役場
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7 広報あかいがわ　2025.5.1

Topics

　４月７日（月）、赤井川小学校と都小学校で入学式が執り行われました。
　今年度の新入生は赤井川小学校３名、都小学校３名でした。最初は少し緊張している様子も見られましたが
笑顔で入場する姿を見せてくれました。
　式の中では、座っている姿勢も良く、呼ばれた時は大きな声で元気に返事をしていて、立派な姿を見せてくれ
ました。
　これから学習中心の生活に変わりますが、勉強以外にも行事など沢山の楽しいことが待っています。学校にい
るお兄さんお姉さんの姿を見ながら成長し、楽しい学校生活を送ってください。
　ご入学おめでとうございます。

村内小学校入学式
2025.4.7　赤井川小学校・都小学校

　４月８日（火）、赤井川中学校で入学式が執り行われました。
　新しい制服に身を包まれた新入生たちは、在校生による演奏「威風堂 」々の下入場、表情から緊張している様
子でした。
　新入生代表挨拶で有田諒祐さんは「人間関係作り、勉強、部活動の三つを頑張りたい」と中学校生活の抱負
を語ってくれました。
　学習面では授業も難しくなり、放課後は部活動もあります。小学校の頃と比べると学校の生活環境が大きく変
わりますが、３年間という限られた時間を楽しく充実した時間にできるよう、精一杯頑張ってください！
　新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。

赤井川中学校入学式
2025.4.8　赤井川中学校

　

４
月
１
日
よ
り
、
役
場
の
行

政
機
構
に
変
更
が
あ
り
、
係
の

新
設
や
各
係
の
担
当
す
る
業
務

が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

変
更
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

役
場
の
組
織
機
構
の

変
更
に
つ
い
て

課 名 係　名

保健福祉課 保健福祉係（旧福祉係、旧保健係）
介護医療係（旧国保医療係、旧介護保健係）

※赤字が変更となった部署となります。
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8� 広報あかいがわ　2025.5.1

　保健福祉課が新体制となり、介護医療係と保健福祉
係の２係になります。皆様には新体制がスムーズに運
用できるまで、様々なご迷惑をおかけするかもしれま
せんが、どうぞよろしくお願いいたします。

　　

国
の
方
針
で
、
今
年
度
内
に

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100
歳
以

上
の
方
が
定
期
接
種
の
対
象
で

す
が
、
村
の
方
針
と
し
て
、
今

年
度
に
限
り
65
歳
以
上
の
方
は

全
て
対
象
と
し
ま
し
た
。
次
年

度
か
ら
は
右
記
の
節
目
年
齢
で

の
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
接
種
を
希
望
の
方
は
、
今

年
度
中
に
接
種
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
郵
送
さ
れ
た
ご

案
内
を
ご
覧
下
さ
い
。
ご
案
内

及
び
予
診
票
は
4
月
に
対
象
者

に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

年
度
末
年
齢
65
歳
以
上
の
方

　
（
60
歳
以
上
64
歳
以
下
で
、

　

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

　

よ
る
免
疫
の
機
能
の
障
害
が

　

あ
り
、
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

　

ど
不
可
能
な
方
）

■
接
種
期
間

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

■
接
種
可
能
な
医
療
機
関

　

①
赤
井
川
診
療
所

　

②
余
市
医
師
会
の
医
療
機
関

■
接
種
方
法

　

生
ワ
ク
チ
ン
は
1
回
接
種　

　

組
換
え
ワ
ク
チ
ン
は
2
回
接
種

■
接
種
料
金

　

生
ワ
ク
チ
ン
（
ビ
ケ
ン
）　

　

1
回
２
，
６
０
０
円

　

組
換
え
ワ
ク
チ
ン
（
シ
ン
グ

　

リ
ッ
ク
ス
）

　

1
回
６
，
６
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

村
で
は
、
帯
状
疱
疹
の
発
症

率
が
高
く
な
る
50
歳
以
上
～
64

歳
の
方
に
も
今
年
度
か
ら
ワ
ク

チ
ン
の
費
用
助
成
を
開
始
し
ま

す
。
定
期
接
種
の
対
象
年
齢
に

な
る
以
前
に
、
接
種
を
ご
希
望

の
方
は
接
種
費
用
の
１
／
２
の

額
を
助
成
し
ま
す
。

　

接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
予

診
票
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
保

健
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

　

年
度
末
年
齢
50
～
64
歳
の
方

■
接
種
可
能
な
医
療
機
関

　

①
赤
井
川
診
療
所

　

②
余
市
医
師
会
の
医
療
機
関

■
接
種
方
法

　

生
ワ
ク
チ
ン
は
1
回
接
種

　

組
換
え
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種

■
接
種
料
金

　

生
ワ
ク
チ
ン
（
ビ
ケ
ン
）　

　

１
回
４
，
４
０
０
円

　

組
換
え
ワ
ク
チ
ン
（
シ
ン
グ

　

リ
ッ
ク
ス
）

　

１
回
１
１
，
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

余
市
町
に
あ
る
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ
ー
し
り

べ
し
は
、
障
が
い
や
病
気
、
ひ

き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
を

対
象
に
、
創
作
活
動
や
余
暇
活

動
、
仲
間
づ
く
り
や
地
域
交
流

な
ど
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
と
回
復

の
た
め
の
第
一
歩
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

　

５
月
に
当
事
業
所
の
メ
ン
バ

ー
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
が
赤
井
川

村
に
伺
い
、
こ
の
地
域
の
方
々

と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
好
き

な
活
動
を
い
っ
し
ょ
に
し
た
り

す
る
「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
」（
共

生
型
地
域
交
流
サ
ロ
ン
）
を
開

催
し
ま
す
。

　

気
持
ち
を
共
有
で
き
る
人
と

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
方
、
居
場

所
で
色
々
な
人
た
ち
と
交
流
し

た
い
方
、
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ

し
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
を
知
り
た
い
方
な
ど
、
こ
の

機
会
に
少
し
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
が
始
ま
り
ま
す
！

■
日
時

　

５
月
８
日
（
木
）

　

13
時
15
分
～
15
時
15
分

　

※
出
入
り
自
由
で
す
。

■
場
所

　

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

ー
悠
楽
室

■
参
加
費

　

無
料

■
参
加
対
象

　

障
が
い
や
病
気
、
ひ
き
こ
も

　

り
、
不
登
校
な
ど
生
き
づ
ら

　

さ
を
抱
え
て
い
る
方
と
そ
の

　

家
族
、
ま
た
は
、
村
民
同
士

　

で
気
軽
に
集
ま
り
交
流
し
た

　

い
地
域
住
民
の
方

■
内
容

　

自
己
紹
介
・
リ
カ
バ
リ
ー
し

　

り
べ
し
の
紹
介
、
お
し
ゃ
べ

　

り
な
ど

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日

　

会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

○
保
健
福
祉
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

○

N
P
O
法
人
し
り
べ
し
圏
域

　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
地
域
活

　

動
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ

　

ー
し
り
べ
し

　

余
市
町
黒
川
町
10
丁
目
1
番

　

地
26

　

℡
２
３

－

７
３
６
０

定
期
接
種
年
齢
外
の
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

開
催
の
お
知
ら
せ
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9 広報あかいがわ　2025.5.1

　

４
月
６
日
（
日
）
に
火
災
予

防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
赤
井

川
消
防
団
に
よ
る
春
季
各
戸
査

察
を
実
施
し
ま
し
た
。
査
察
で

は
、
野
田
団
長
を
は
じ
め
21
名

の
消
防
団
員
が
赤
井
川
村
内
の

各
家
庭
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま

し
た
。

■
支
署
長

竹
下　

真
盛

■
副
支
署
長

二
川　

智
之

■
主
幹

　

浜
野　
　

俊

稲
垣　

彰
信

【
退
職
】

■
支
署
長

富
樫　

伸
介

　

令
和
６
年
11
月
１
日
か
ら
自

転
車
の
危
険
な
運
転
に
新
し
く

罰
則
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手
に
持

ち
、
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
通

話
す
る
こ
と
や
画
面
を
注
視
す

る
行
為
、
い
わ
ゆ
る
「
な
が
ら

ス
マ
ホ
」
が
新
た
に
禁
止
さ
れ
、

罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
転
車
の
酒
気
帯
び

運
転
の
ほ
か
、
酒
類
の
提
供
や

同
乗
・
自
転
車
の
提
供
に
対
し

て
、
新
た
に
罰
則
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　

自
転
車
は
手
軽
な
乗
り
物
で

す
が
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
ら
な
け
れ
ば
大
き
な
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

信
号
や
一
時
停
止
、
歩
行
者

優
先
な
ど
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ

か
り
守
り
、
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
万
が
一
事
故
が
起
き

た
時
に
自
分
の
命
を
守
る
た
め
、

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

山
菜
採
り
に
出
か
け
る
春
は
、

冬
眠
明
け
の
熊
が
餌
を
求
め
て

活
動
が
活
発
と
な
る
季
節
で
す
。

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
を
防

ぐ
た
め
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
複
数
で
行
動
し
、
鈴
や
ラ
ジ

　

オ
等
音
の
出
る
も
の
で
存
在

　

を
知
ら
せ
る

・
事
前
に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報

　

を
確
認
す
る

・
食
べ
物
や
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち

　

帰
る

・
フ
ン
や
足
跡
を
見
つ
け
た
ら

　

す
ぐ
に
引
き
返
す

・
万
が
一
遭
遇
し
た
場
合
は
、

　

落
ち
着
い
て
行
動
す
る

　

ま
た
、
山
菜
採
り
に
出
掛
け

る
際
は
、
家
族
や
知
人
へ
行
き

先
を
伝
え
、
必
ず
携
帯
電
話
を

携
帯
し
、
遭
難
事
故
に
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　

５
月
９
日（
金
）
15
時
30
分

　

５
月
23
日（
金
）
14
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

５
月
23
日（
金
）
13
時

■
違
反
講
習
・
初
回
講
習（
２
時
間
）

　

５
月
９
日（
金
）
13
時

※�

会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

民
館
で
す
。

※�

該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※�

「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

自
衛
隊
で
は
、
18
歳
～
32
歳

ま
で
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

車
両
、
船
、
飛
行
機
を
扱
う

仕
事
か
ら
事
務
や
調
理
な
ど
職

種
は
50
種
以
上
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
小
樽
地
域
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

余
市
警
察
署
だ
よ
り

ヘ
ル
メ
ッ
ト　

　
あ
ご
ひ
も
カ
チ
ッ
と

出
発
だ

山
菜
採
り
冬
眠
明
け

の
ク
マ
に
注
意
！

運
転
免
許
更
新
時
講
習

消
防
団
各
戸
査
察

北
後
志
消
防
組
合

赤
井
川
支
署
職
員
人
事

各
種
自
衛
官
等
募
集
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10� 広報あかいがわ　2025.5.1

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
２
０
２
５
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
選
手
権
大
会

と　

き　

３
月
６
日
～
９
日

と
こ
ろ　

な
よ
ろ
健
康
の
森
ク
ロ

　
　
　
　

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

成　

績

【
小
学
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
】

▽
19
位　

佐
々
木　

心

▽
37
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
】

▽
86
位　

山
口　

渓
心

【
小
学
女
子
フ
リ
ー
】

▽
11
位　

佐
々
木　

心

▽
19
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
男
子
フ
リ
ー
】

▽
83
位　

山
口　

渓
心

【
中
学
１
年
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
】

▽
25
位　

小
林　

ゆ
め

【
中
学
２
年
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
】

▽
21
位　

馬
場
琥
太
郎

【
中
学
１
年
女
子
フ
リ
ー
】

▽
21
位　

小
林　

ゆ
め

【
中
学
２
年
男
子
フ
リ
ー
】

▽
７
位　

馬
場
琥
太
郎

第
37
回
音
威
子
府
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

と　

き　

３
月
23
日

と
こ
ろ　

チ
セ
ネ
シ
リ
ク
ロ
ス

　
　
　
　

カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

成　

績

【
幼
児
】

▽
１
位　

山
口　

虹
龍

【
小
学
２
年
女
子
】

▽
１
位　

石
橋
い
さ
な

▽
３
位　

栁
澤　

芽
依

【
小
学
５
年
女
子
】

▽
２
位　

佐
々
木　

心

【
小
学
５
年
男
子
】

▽
９
位　

山
口　

渓
心

▽
13
位　

石
橋　

開
道

【
中
学
女
子
】

▽
12
位　

小
林　

ゆ
め

　

特
別
弔
慰
金
は
、
今
日
の
我

が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な

っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に

思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改

め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔

慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

■
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

　

遺
族
で
、
令
和
７
年
４
月
１

　

日（
基
準
日
）に
お
い
て
、「
恩

　

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

　

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

　

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

　

等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等

　

の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い

　

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る

　

先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に

　

支
給
。

１
令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

　

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

　

権
を
取
得
し
た
方

２
戦
没
者
の
子

３
戦
没
者
等
の
①
父
母
、
②
孫
、

　

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生

　

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と

　

等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

　

か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

　

入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４
右
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

　

者
等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

　

姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

　

き
続
き
、
１
年
以
上
の
生
計

　

関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

　

り
ま
す
。

■
支
給
内
容

　

額
面
27
．
５
万
円

　

５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間

　

令
和
７
年
４
月
1
日
か
ら
令

　

和
10
年
３
月
31
日

　

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十

　

二
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

　

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
請
求
窓
口

　

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
援

　

護
担
当
課

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

※
確
認
に
お
時
間
が
か
か
る
場

　

合
が
多
く
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

　

い
。

　

４
月
26
日
（
土
）
に
、
み
や

こ
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

利
用
料
金
は
一
人
１
０
０
円
、

貸
用
具
（
ク
ラ
ブ
）
は
一
本

１
０
０
円
で
す
。

※
村
民
以
外
は
、
利
用
料
金
は

　

一
人
３
０
０
円
、貸
用
具（
ク

　

ラ
ブ
）
は
一
本
２
０
０
円
で

　

す
。

　

今
年
は
、
雪
ど
け
が
早
か
っ

た
た
め
、
気
持
ち
よ
く
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
を
プ
レ
イ
す
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月
１
日
付
け
で
、

次
の
方
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政

相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤　

幸
夫
さ
ん

　

字
赤
井
川（
１
町
内
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
無
報
酬

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
行

政
活
動
全
般
に
関
す
る
苦
情
や

相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ

の
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
赤
井
川
村
の
区
域

に
つ
い
て
は
北
海
道
が
景
観
⾏

政
事
務
を
処
理
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
７
年
５
月
１
日
よ
り
、

赤
井
川
村
は
⾃
ら
の
景
観
計
画

を
策
定
し
、
地
域
の
特
⾊
を
活

か
し
た
景
観
づ
く
り
に
取
り
組

む
予
定
で
す
。
赤
井
川
村
景
観

計
画
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
は
、

｢

北
海
道
景
観
計
画｣

の
内
容

を
準
用
し
ま
す
。
後
日
、
住
民

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
程

に
つ
い
て
は
改
め
て
周
知
致
し

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

各
種
大
会
の
結
果

戦
没
者
等
の
ご

遺
族
の
皆
様
へ

第
十
二
回
特
別
弔

慰
金
の
請
求
受
付

が
開
始
さ
れ
ま
す

行
政
相
談
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

赤
井
川
村
は
景
観
行
政

団
体
へ
移
行
し
ま
す
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11 広報あかいがわ　2025.5.1

INFO
RMA

TION

INFO
RMA

TIONお知らせ
伝言板

■
開
催
月
日
／
３
月
28
日

■
会
議
案
件

◇
新
規
就
農
者
と
の
面
談
に
つ

　

い
て

◇
新
規
就
農
予
定
者
認
定
登
録

　

の
承
認
に
係
る
諮
問
に
つ
い

　

て
◇
新
規
就
農
予
定
者
認
定
登
録

　

の
承
認
に
つ
い
て

◇
農
地
法
第
３
条
第
１
項
の
規

　

定
に
よ
る
許
可
申
請
に
つ
い

　

て
◇
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ

　

る
許
可
申
請
に
つ
い
て

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

◇
赤
井
川
村
賃
借
料
情
報
の
設

　

定
に
つ
い
て
（
前
回
継
続
）

　

農
地
（
田
・
畑
な
ど
）
に
つ

い
て
、
下
記
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
、
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
農
業
委
員
会

ま
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

◇
農
地
を
転
用
す
る
と
き

　

農
地
の
転
用
と
は
、
田
や
畑

な
ど
の
農
地
を
、
宅
地
な
ど
の

農
地
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
農
地
を
転
用
す
る

場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
用
の
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
許
可
を
受
け
な
い
で
転
用

し
た
場
合
や
、
許
可
の
内
容
と

異
な
る
目
的
に
転
用
し
た
時
に

は
、
厳
し
い
罰
則
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
原

状
回
復
を
含
め
た
是
正
指
導
が

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
地
以

外
で
あ
っ
て
も
農
業
振
興
地
域

に
該
当
す
る
土
地
で
あ
れ
ば
別

途
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
産
業
課
農
政
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、
農

地
の
利
用
や
保
全
に
必
要
な
施

設
（
農
道
・
農
業
用
倉
庫
等
）

を
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

の
農
地
を
利
用
し
て
転
用
す
る

場
合
は
、
許
可
申
請
で
は
な
く
、

届
出
に
な
り
ま
す
。

◇
農
地
を
売
買
、
贈
与
す
る
と
き

　

農
地
を
農
地
の
ま
ま
で
売
買

等
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第
３

条
に
基
づ
い
て
申
請
し
、
農
業

委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
許
可
は

耕
作
目
的
で
農
地
を
取
得
す
る

も
の
の
た
め
、
農
地
を
取
得
し

た
方
は
、
自
ら
農
作
業
に
常
時

従
事
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
相
続
で
農
地
を
取
得
し
た
と
き

　

相
続
に
よ
り
農
地
を
取
得
し

た
場
合
、
農
地
法
の
許
可
は
不

要
で
す
が
、
す
み
や
か
に
農
業

委
員
会
へ
届
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
農
地
法
第
３
条
の
３

第
１
項
）

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

◇
受
付
件
数�

売
却
希
望　

11
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
７
年
４
月
14
日
）

　

産
業
課
農
政
係
で
は
、
情
報

提
供
体
制
改
善
の
た
め
、
公
式

X
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
「
補
助
事
業
の
情
報
」
や
「
普

及
セ
ン
タ
ー
の
営
農
情
報
・
病

害
虫
情
報
」
な
ど
、
農
業
に
関

す
る
情
報
を
お
手
持
ち
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報

　

＠akaigaw
a_nousei

　

赤
井
川
村
役
場
産
業
課
農
政
係

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
政
係

　

℡
４
８

－

６
２
７
６

※
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
方
法
、
通

　

知
設
定
が
わ
か
ら
な
い
場
合

　

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
21
回

お

知

ら

せ

産
業
課
農
政
係
公
式
Ｘ

（
旧
T
w
i
t
t
e
r
）

の

お

知

ら

せ
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お知らせ伝言板

地方創生の取り組み　
～山村活性化支援センターのリノベーションによる効果～
　内閣府の地域再生計画の認定を受け、首都圏や都市部からの若手人材が赤井川村で新たなビジネスにチャ
レンジできる環境を整え、育成していく事業と常盤地区にある山村活性化支援センターの２階を改修し、サ
テライトオフィスやワーキングスペースを整備し、起業や事業の創出を支援する取り組みを令和５年度から令
和７年度にかけて進めています。今月は、山村活性化支援センターの活用状況についてお知らせいたします。

■山村活性化支援センター（通称　村の燈（むらのあかり））の活用状況
　令和６年１月から山村活性化支援センター２階を活用し、民間企業による赤井川村でのビジネスのサテライトオ
フィスとして活用いただいております。令和７年３月末時点では、サテライトオフィスとして整備した５室のうち３部
屋（村内企業１、札幌市内企業１、道外企業１）が利用され、施設稼働率としては約60%となっており、施設整備
により小さな企業誘致が進みました。
　施設運営は、指定管理者を株式会社ジェイアール東日本企画とし、IoT
を活用した施設管理により、デジタルロックによる無人管理、施設清掃等
に関しては常盤区会の皆様にご協力いただいております。
　また、ワーキングスペースとして札幌市内の企業１社が法人会員として利
用しています。
　なお、ワーキングスペースの利用は、法人・個人含め、昨年４月から３月
までの間で24名となっており、認知度を高めていく必要があります。

■山村活性化支援センター活用事例の紹介
○山村活性化支援センターを拠点にビジネス創出　二之宮　俊介さん
　元北海道職員で、令和５年７月に赤井川村に移住した二之宮さんは、山村活性化
支援センターをビジネスの拠点とし、株式会社アンドカムイを令和６年６月に創業。
道内でも大きな課題となっている外国人観光客のバックカントリーにおける安全確保
等に関する調査事業などに取り組んでいます。
　創業後１年を迎えますが、二之宮さんは現在取り組んでいるビジネスのほかに、赤
井川村やその近郊エリアを対象にインバウンド観光における二次交通等といった新た
なビジネスモデルを模索しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　○山村活性化支援センターをサテライトオフィスとして地域の脱炭素事業を展開
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）URリンケージ　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　村の燈では、村民の方たちと環境に配慮した暮らし方についての対話や、
　　　　　　　　　　　　　　　　  村役場職員を対象とした脱炭素実現に向けた勉強会等を開催しました。
　　　　　　　　　　　　　　 　 村の燈のような気軽に村民が集まり、語り合える施設があると、脱炭素を
　　　　　　　　　　　　　　　　はじめ、村のこれからを一緒に考えながら行動する、良いきっかけになる
　　　　　　　　　　　　　　　　と実感しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　村役場の改修にあわせて、役場内に村民の方たちが気軽に立ち寄り、
　　　　　　　　　　　　　　　　語らうスペースを設けます。村役場も新たなコミュニティの場となることを
　　　　　　　　　　　　　　　　楽しみにしています。

■山村活性化支援センター（通称　村の燈（むらのあかり））利用の様子
　ワーキングスペースは写真のようにご利用いただ
いております。
　お仕事や待ち時間での利用など使い方は様々で
す。村民の皆さまもぜひ利用してみませんか？
　お申し込みなど詳しい内容は下記URLをご覧く
ださい。
　https://mura-no-akari.com/
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INFORMATION

　赤井川村の高齢者の方々は、冬になると外で人と会う機会がめっきりと減ってし
まうことを昨年知りました。そこで、今年2月と3月に「村のカフェ」というささやか
なイベントを開催しました。健康支援センターで開店した半日だけの喫茶店です。
　「村のカフェ」開店当日は2日とも30人近いお客様に来ていただき、無料というこ
ともあり大変な盛況でした。ご来店してくださった皆さま、手作りのお菓子を提供
してくださった皆さま、ありがとうございました。また機会を見つけて開催したい
と思っています。
　「村のカフェ」とは別に今年の春から秋までのあいだに、「おでかけアシストサー
ビス」でひとりでも多くの高齢者の方を郷土資料館に案内したいと考えています。
今現在の高齢者の方が子供だった頃に家で使っていた農機具や生活用具が収蔵さ
れているので、お一人お一人に自分の家で使っていた道具を見つけてもらいたいの
です。そして、道具にまつわるお話や、家族の歴史や当時の村の様子など、古い道
具を呼び水にして甦る記憶を聴かせていただけたら、それは郷土資料館にアーカイブとして残しておきたい貴
重なお話になるのではないでしょうか。
「村の昔語りアーカイブ」が実現できたらと思っています。

地域おこし協力隊　活動報告日誌
　No.24　地域おこし協力隊　加藤　崇規

　

令
和
７
年
度
の
自
動
車
税
種

別
割
の
納
期
限
は
６
月
２
日

（
月
）で
す
。

〇
自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年

　

４
月
１
日
現
在
の
自
動
車
の

　

所
有
者
（
又
は
使
用
者
）
が

　

納
め
る
道
税
で
す
。

○
今
年
は
５
月
７
日
（
水
）
に

　

納
税
通
知
書
が
発
付
さ
れ
ま

　

す
の
で
、納
期
限
ま
で
に
納

　

税
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
納
税
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

　

ス
ト
ア
や
金
融
機
関
の
窓
口

　

で
納
付
す
る
方
法
の
ほ
か
、

　

ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
や
ク
レ

　

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
利
用
で
き

　

る
「
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ

　

ト
」
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

　

で
納
税
す
る
こ
と
も
で
き
ま

　

す
。

〇
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

　

合
や
、納
税
に
つ
い
て
の
お

　

問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

後
志
総
合
振
興
局
税
務
課

　

℡
０
１
３
６

－
２
３

－

１
３
３
１

令
和
７
年
度
自
動
車
税

種
別
割
の
納
期
限

　

気
象
台
で
は
、大
雨
・
大
雪
・

暴
風
（
雪
）・
波
浪
・
高
潮
に
つ

い
て
、
ひ
と
た
び
発
生
す
る
と

命
に
危
険
が
及
ぶ
な
ど
社
会
的

影
響
が
大
き
い
警
報
級
の
現
象

が
５
日
先
ま
で
に
発
生
す
る

可
能
性
を
、「
早
期
注
意
情
報

（
警
報
級
の
可
能
性
）」
と
し
て

［
高
］、［
中
］
の
２
段
階
で
気
象

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て

発
表
し
ま
す
。

　
［
高
］
は
警
報
級
の
現
象
が
発

生
す
る
可
能
性
が
高
い
場
合
に
、

［
中
］
は
［
高
］
ほ
ど
可
能
性
が

高
く
は
な
い
が
一
定
程
度
認
め

ら
れ
る
場
合
に
発
表
し
ま
す
の

で
、
旅
行
や
行
事
、
屋
外
作
業

等
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。

　
［
高
］
や
［
中
］
が
発
表
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
気
象
台
が
発

表
す
る
最
新
の
情
報
等
に
留
意

い
た
だ
く
な
ど
災
害
へ
の
心
構

え
を
一
段
高
め
て
く
だ
さ
い
。

※
石
狩
・
空
知
・
後
志
地
方
の

　

早
期
注
意
情
報
（
警
報
級
の

　

可
能
性
）

「
早
期
注
意
情
報
」
を

活
用
し
た
事
前
の
備
え
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お知らせ伝言板

　

４
月
１
日
付
け
で
赤
井
川
村

内
の
小
中
学
校
に
赴
任
さ
れ

た
、
８
名
の
教
職
員
の
方
々
へ

の
辞
令
交
付
式
が
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
の
た
め
、
こ
れ

か
ら
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。今
回
赴
任
さ

れ
た
８
名
の
方
々
を
紹
介
し

ま
す
。

◇
赤
井
川
小
学
校

　

渡
邊　

俊
之　

教
諭

（
共
和
町
立
西
陵
小
学
校
）

　

涌
井　

大
輔　

教
諭

（
小
樽
市
長
橋
小
学
校
）

◇
都
小
学
校

　

西
岡　

健
幸　

校
長

（
共
和
町
立
東
陽
小
学
校
）

◇
赤
井
川
中
学
校

　

林　

尚
起　

校
長

（
京
極
町
立
京
極
中
学
校
）

　

赤
松　

恵　

教
頭

（
北
海
道
立
教
育
研
究
所
）

　

青
柳　

聖
子　

教
諭

（
共
和
町
立
共
和
中
学
校
）

　

青
柳　

未
菜　

教
諭（新

採
用
）

　

渡
邉　

陽
奈　

期
限
付
教
諭

※
（　

）
は
前
任
地
、
新
採
用

教
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）

月
額
１
６
，
９
８
０
円

　
　
　
　
（
～
令
和
７
年
３
月
）

　
　
　
　

↓

月
額
１
７
，
５
１
０
円

　
　
　
　
（
令
和
７
年
４
月
～
）

　

20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
方
に

限
っ
て
、
本
人
と
そ
の
配
偶
者

の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
、
保
険

料
の
納
付
が
10
年
間
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
28
年
７
月
以
降
は
50
歳

未
満
が
納
付
猶
予
制
度
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

◇
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
、
10

　

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納

　

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
（「
追
納
」
と
い
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
未
納
と
は
違
い
、
障

　

害
基
礎
年
金
受
給
の
際
の
保

　

険
料
納
付
条
件
に
も
備
え
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
追
納
さ
れ
れ
ば
、
老

　

齢
基
礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ

　

ま
す
。

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年

金
に
上
乗
せ
し
て
加
入
し
、
税

制
優
遇
を
受
け
な
が
ら
掛
金
を

積
立
て
、
老
後
に
よ
り
充
実
し

た
年
金
を
受
取
る
こ
と
が
で
き

る
公
的
な
年
金
で
す
。

■
そ
の
特
徴
は

〇
掛
金
が
全
額
「
社
会
保
険
料

　

控
除
」
で
、
受
け
取
る
年
金

　

も
「
公
的
年
金
等
控
除
」
の

　

対
象
で
す
。

〇
受
け
取
る
年
金
は
、
終
身
が

　

基
本
で
一
生
変
動
し
ま
せ
ん
。

〇
万
が
一
の
時
は
ご
遺
族
に
一

　

時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
遺

　

族
保
証
の
な
い
Ｂ
型
も
選
べ

　

ま
す
）

〇
掛
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
で

　

一
定
で
変
動
し
ま
せ
ん
。

■
加
入
で
き
る
方
は

〇
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

　

者
（
基
金
加
入
時
に
、
保
険

　

料
免
除
・
納
付
猶
予
の
方
を

　

除
き
ま
す
）

〇
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者　

　
（
60
歳
～
65
歳
未
満
の
方
や

　

会
在
住
の
方
）
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

国
民
年
金
基
金
北
海
道
支
部

　

℡
０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２

保
険
料
納
付
猶
予
制
度

国
民
年
金
基
金
の

お

知

ら

せ

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
が

変
更
に
な
り
ま
す
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INFORMATION

【
総
務
課
】

▽
総
務
課
主
幹
（
企
画
・
財
務

　

担
当
）
兼
財
務
係
長

�
天
野　

勝
吾

　
（
産
業
課
主
幹
兼
産
業
係
長

　

併
農
業
委
員
会
農
地
係
長
）

▽
総
務
係
兼
選
挙
管
理
委
員
会

　

書
記

佐
々
木　

俊
行

　
（
教
育
委
員
会
総
務
係
兼
学

　

校
教
育
係
兼
社
会
教
育
係
）

【
住
民
課
】

▽
住
民
課
長
兼
税
務
係
長

藤
田　

俊
幸

　
（
教
育
委
員
会
次
長
兼
総
務

　

係
長
兼
学
校
教
育
係
長
兼
社

　

会
教
育
係
長
）

【
保
健
福
祉
課
】

▽
保
健
福
祉
課
長
兼
保
健
福
祉

　

係
長
兼
介
護
医
療
係
長

�

髙
松　

重
和

　
（
保
健
福
祉
課
長
兼
福
祉
係

　

兼
保
健
係
長
）

▽
保
健
福
祉
係
兼
介
護
医
療
係

上
妻　

美
加

　
（
福
祉
係
兼
保
健
係
兼
介
護
保

　

険
係
）

▽
保
健
福
祉
係
兼
介
護
医
療
係

瀬
戸　

千
尋

　
（
保
健
係
）

▽
保
健
福
祉
係

小
澤　

友
里

（
福
祉
係
兼
国
保
医
療
係
）

▽
保
健
福
祉
係

大
久　

希
望

（
新
採
用
）

▽
介
護
医
療
係

保
科　

秀
行

　
（
産
業
課
産
業
係
併
農
業
委
員

　

会
書
記
）

▽
介
護
医
療
係

村
田　

洋
太

（
国
保
医
療
係
兼
介
護
保
険
係
）

【
産
業
課
】

▽
産
業
係
長
兼
農
業
委
員
会
農

　

地
係
長

須
藤　

雅
俊

（
総
務
課
財
務
係
長
）

▽
農
政
係
主
査
兼
土
地
改
良
係

　

主
査

今
城　
　

豪

（
建
設
課
土
木
係
主
幹
）

【
建
設
課
】

▽
土
木
係
長

吉
田　

佳
明

　
（
保
健
福
祉
課
国
保
医
療
係
長

　

兼
介
護
保
険
係
長
）

【
教
育
委
員
会
】

▽
次
長

小
林　

義
幸

（
住
民
課
長
兼
税
務
係
長
）

▽
総
務
係
長
兼
学
校
教
育
係
長

　

兼
社
会
教
育
係
長福

田　

孝
明

　
（
産
業
課
農
政
係
長
兼
土
地
改

　

良
係
）

▽
社
会
教
育
指
導
員佐

藤　

英
治

（
新
採
用
）

【
退
職
】

▽
建
設
課
建
築
係
長工

藤　

徳
真

▽
社
会
教
育
指
導
員木

村　

俊
夫

※
（　

）
内
は
移
動
前
、
新
採
用

※
新
採
用
の
み
顔
写
真
掲
載

　

総
務
省
で
は
６
月
１
日
を

「
電
波
の
日
」
と
し
、
６
月
10

日
ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保

護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
と
定

め
、
電
波
利
用
に
関
す
る
ル
ー

ル
の
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

で
は
電
波
を
監
視
し
、
正
し
い

電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や

ご
相
談
は
、
次
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

　

℡
０
１
１

－

７
３
７

－

０
０
９
９

※
受
付
時
間
は
、
８
時
30
分
～

　

正
午
、
13
時
～
17
時
（
土
・

　

日
・
祝
日
を　

除
く
）
で
す
。

■
日
時

　

５
月
21
日
（
水
）
13
時
～
16
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市
町

　

大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

〇
５
月
３
日
（
土
）

　

佐
藤
歯
科
医
院

　

℡
２
２

－

３
６
７
８

〇
５
月
４
日
（
日
）

　

ね
り
あ
い
歯
科
医
院

　

℡
２
３

－

２
６
３
３

〇
５
月
５
日
（
月
）

　

ね
り
あ
い
歯
科
医
院

　

℡
２
３

－

２
６
３
３

※�

診
療
時
間
は
、
９
時
か
ら
正

午
ま
で
で
す
。

村
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）

６
月
１
日
は
「
電
波
の
日
」
で
す

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

　
◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください。

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。
Tel　０１３５―２２―０１１０

Ｇ
Ｗ
休
日
当
番

歯

科

医

院
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16� 広報あかいがわ　2025.5.1

お知らせ伝言板

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2025.3.18 0.018 雪
3.21 0.018 雨
3.25 0.022 くもり
3.28 0.023 雨
4.1 0.020 晴れ
4.4 0.022 くもり
4.8 0.023 くもり
4.11 0.025 晴れ

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
２
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月
14

日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　
天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
40
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

５
月
の
気
象
情
報

　

犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
記
の
と
お
り
巡
回
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
実
施
場
所
ま
で
飼
い
犬
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
の
日
程

実
　
施
　
時
　
間

実
　
施
　
場
　
所

10
時
00
分
～
10
時
20
分

日
ノ
出
集
会
所
前

10
時
35
分
～
10
時
45
分

二
池
田
集
会
所
前

11
時
00
分
～
11
時
10
分

旭
丘
集
会
所
前

11
時
25
分
～
12
時
15
分

赤
井
川
村
役
場
裏
公
用
車
車
庫

13
時
30
分
～
13
時
40
分

山
中
純
孝
宅
前

13
時
55
分
～
14
時
05
分

都
住
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

14
時
20
分
～
14
時
30
分

曲
川
集
会
所
前

◇
実
施
日　

令
和
７
年
５
月
30
日
（
金
）

※
予
防
注
射
料
金
は
、
１
頭
に
つ
き
３
，
２
４
０
円
で
す
。
新
規
に

　

登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
１
頭
に
つ
き
、
３
，
０
０
０
円
の
登
録
手

　

数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
用
意
願
い
ま
す
。
料
金

　

に
つ
い
て
は
、
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
様
ご
協
力
願
い
ま
す
。

※
当
日
実
施
で
き
ず
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
等
で
予
防
接
種
を

　

受
け
た
場
合
は
、
病
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
証
明
書
を
役
場
住
民
課

　

衛
生
係
に
提
出
し
、
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
注

　

射
済
票
の
交
付
に
は
５
５
０
円
の
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

　

ご
用
意
願
い
ま
す
。

※
登
録
及
び
注
射
を
受
け
た
犬

　

で
あ
っ
て
も
放
し
飼
い
を
し

　

た
場
合
は
野
犬
と
み
な
さ
れ
、

　

処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

絶
対
に
放
し
飼
い
を
し
な
い

　

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

　

ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

　

ら
、
役
場
住
民
課
衛
生
係

　
（
℡
４
８

－

６
２
７
８
）
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
皆
様
へ
お
願
い

　

最
近
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
、
何
件
か
ご
連
絡
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
以
下

の
３
点
に
つ
い
て
、
再
度
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は

　

必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し

　

ょ
う
！

●
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主

　

の
義
務
で
す
。
必
ず
飼
い

　

主
が
後
始
末
を
行
い
ま
し

　

ょ
う
！

●
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に

　

や
め
ま
し
ょ
う
！

2025年5月号【本編】　.indd   162025年5月号【本編】　.indd   16 2025/04/17   13:52:192025/04/17   13:52:19



17 広報あかいがわ　2025.5.1

INFORMATION

〈
３
月
15
日
～
４
月
14
日
届
出
〉

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会

馬
場
ジ
ュ
ン
子
さ
ん　

93
歳　
２
町
内

東　

タ
キ
さ
ん　

85
歳　

共
栄

近
藤　

肇
さ
ん　

85
歳　

１
都

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
指
定
寄
付
（
高
齢
者
福
祉
事
業

　

の
た
め
）
と
し
て　

10
万
円

　

馬
場　

篤　

様

村
長
の
う
ご
き

〈
３
月
15
日
～
４
月
14
日
〉

（
３
月
）

15
日
◇
赤
井
川
中
学
校
卒
業
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
職
員
研
修
／
字
赤
井
川

17
日
◇
第
９
回
道
総
研
オ
ー
プ

　
　
　

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
荒
井
ゆ
た
か
未
来
セ
ミ

　
　
　

ナ
ー
／
札
幌
市

19
日
◇
村
内
小
学
校
卒
業
式
／

　
　
　

赤
井
川
村
内

24
日
◇
北
海
道
電
力
原
子
力
担

　
　
　

当
者
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
鉄
道
運
輸
機
構
倶
知
安

　
　
　

課
長
来
庁
／
字
赤
井
川

25
日
◇
商
工
会
羽
根
事
務
員
離

　
　
　

任
挨
拶
／
字
赤
井
川

　
　

◇
転
出
教
職
員
離
任
挨
拶

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
農
林
業
活
性
化
推
進
協

　
　
　

議
会
／
字
赤
井
川

26
日
◇
北
後
志
防
組
合
臨
時
議

　
　
　

会
／
余
市
町

　
　

◇
衛
生
施
設
組
合
臨
時
議

　
　
　

会
／
余
市
町

　
　

◇
北
後
志
犯
罪
被
害
者
支

　
　
　

援
協
定
式
／
余
市
町

27
日
◇
赤
井
川
へ
き
地
保
育
所

　
　
　

修
了
式
／
字
赤
井
川

　
　

◇
J
R
T
T
倶
知
安
所
長

　
　
　

来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
石
狩
森
林
管
理
署
訪
問

　
　
　

／
札
幌
市

28
日
◇
後
志
総
合
振
興
局
長
異

　
　
　

動
挨
拶
来
庁
／
字
赤
井

　
　
　

川

　
　

◇
赤
井
川
村
議
会
協
議
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
教
育
三
者
懇
談
会
／
字

　
　
　

赤
井
川

（
４
月
）

１
日
◇
辞
令
交
付
・
訓
示
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
商
工
会
長
外
来
庁
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
赤
井
川
村
社
会
福
祉
協

　
　
　

議
会
長
外
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

２
日
◇
転
入
教
職
員
懇
談
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
後
志
総
合
振
興
局
長
着

　
　
　

任
挨
拶
来
庁
／
字
赤
井

　
　
　

川

４
日
◇
見
積
合
わ
せ
／
字
赤
井
川

　
　

◇
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ

　
　
　

ル
ギ
ー
環
境
部
長
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
小
樽
道
路
事
務
所
長
着

　
　
　

任
挨
拶
／
字
赤
井
川

　
　

◇
後
志
総
合
振
興
局
地
域

　
　
　

政
策
課
着
任
挨
拶
／
字

　
　
　

赤
井
川

６
日
◇
北
後
志
町
村
長
会
事
務

　
　
　

／
古
平
町

７
日
◇
村
内
小
学
校
入
学
式
／

　
　
　

赤
井
川
村
内

　
　

◇
北
星
学
園
評
議
委
員
会

　
　
　

／
余
市
町

８
日
◇
赤
井
川
中
学
校
入
学
式

　
　
　

／
赤
井
川

　
　

◇
余
市
警
察
署
長
着
任
挨

　
　
　

拶
／
字
赤
井
川

　
　

◇
J
R
T
T
局
長
着
任
挨

　
　
　

拶
来
庁
／
字
赤
井
川

９
日
◇
後
志
町
村
会
臨
時
総
会

　
　
　

／
倶
知
安
町

10
日
◇
新
お
た
る
農
業
協
同
組

　
　
　

合
通
常
総
会
／
仁
木
町

11
日
◇
首
長
マ
ガ
ジ
ン
取
材
／

　
　
　

字
赤
井
川

12
日
◇
北
星
学
園
余
市
高
等
学

　
　
　

校
入
学
式
／
余
市
町

１
日
◇
確
定
申
告
事
務
／
～
14
日

７
日
◇
赤
井
川
村
議
会
第
１
回

　
　
　

定
例
会
／
～
11
日

12
日
◇
赤
井
川
村
特
別
支
援
教

　
　
　

育
連
携
協
議
会

　
　

◇
校
長
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

14
日
◇
放
課
後
子
ど
も
教
室
説

　
　
　

明
会

　
　

◇
総
合
教
育
会
議

19
日
◇
第
２
回
「
第
五
期
赤
井

　
　
　

川
村
総
合
計
画
」
策
定

　
　
　

審
議
会

21
日
◇
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
者

　
　
　

説
明
会
（
第
１
回
）

24
日
◇
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
者

　
　
　

説
明
会
（
第
２
回
）

　
　

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委

　
　
　

員
会

25
日
◇
教
育
委
員
会
会
議

　
　

◇
農
林
業
活
性
化
推
進
協

　
　
　

議
会

26
日
◇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

　
　
　

議
会

27
日
◇
社
会
教
育
委
員
協
議
会

28
日
◇
赤
井
川
村
議
会
協
議
会

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９４９ ４９１ １，４４０ －４３

男 ４８３ ２９７ ７８０ －２１

女 ４６６ １９４ ６６０ －２２

世帯数 ５１３ ４８４ １，０００ －３４

※令和７年３月３１日現在

■今月の表紙
　今月の表紙は、赤井川小学校入学式
からの一枚。
　新入生紹介で名前を呼ばれると、大き
く元気な声で「はいっ！」と返事をしてい
る姿が印象的でした。
　これから６年間の学校生活を楽しんで
ください。
　入学おめでとうございます！

む
ら
の
日
誌（
３
月
）

住
民
の
ま
ど

2025年5月号【本編】　.indd   172025年5月号【本編】　.indd   17 2025/04/17   13:52:192025/04/17   13:52:19



広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■広報作成を担当して１年が経過しました。改めまして古渡と申します。
「ふるわたり」ではありません、「こわたり」と読みます。引き続きよろし
くお願いいたします！
　さて、気づけば12ヵ月の内４ヵ月が終了しました。時の流れが早く感じ
ます。また、４月から新たな環境に飛び込んだ方たちは少しづつ環境に慣
れてきたところでしょうか。
　さぁ、５月に入るとゴールデンウィーク！心も体もリフレッシュする良
い機会です。しっかり休んでまた頑張りましょう！（古渡）

【発行情報】広報あかいがわ2025年5月号（№720）
■編集・発行／赤井川村総務課企画地域振興係
　　〒046-0592　余市郡赤井川村字赤井川74番地２
　　TEL 0135－34－6211　FAX 0135-34－6644
　　URL https://www.akaigawa.com/　E-Mail info@akaigawa.com
■印刷／㈱総北海　旭川市工業団地２条１丁目１－23

　広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきま
す。皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動
の話題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙
面の都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努
力してまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していま
すので、メール又は郵送でお寄せください。
　広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ
提供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

ピカピカの１年生（都小学校入学式）
撮影：企画地域振興係　場所：都小学校　撮影日：2025年4月7日

※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいませんが、
2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報担当
及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

赤井川村写真館～赤井川の四季～
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